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                             令和４年３月７日 

 

報道機関各位 

 

青森県商工労働部新産業創造課 

                         一般社団法人青森県発明協会 

 

第４７回発明大賞（主催：(公財)日本発明振興協会、日刊工業新聞社）の受賞について 

 

 このことについて、県及び一般社団法人青森県発明協会が推薦した株式会社今井産業  

（平川市）の取締役会長 今井公文 氏の受賞が決定しましたので、下記のとおりお知らせ  

します。 

記 

 
１ 受賞内容 

賞の名称 発明考案の名称 受賞者 

発明大賞日刊工業新聞社賞 木板の連続曲げ加工システム 
株式会社今井産業 

取締役会長 今井
イマイ

 公文
マサフミ

 

 

２ 発明大賞の概要 

別紙のとおり 

 

３ その他 

表彰式は、３月に東京都内で開催される予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の感

染状況を踏まえ取りやめとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道機関用提供資料 
担 当 課 
担 当 者 

商工労働部新産業創造課 
知的財産支援グループ ＧＭ 名久井 紀世子 
           主幹 下村 一裕 

電話番号 （内線）3772 （直通）017-734-9417 

報 道 監 商工労働部 次長 菅 孝 
 



別紙 

 

「発明大賞」について 

 

 

１ 事業の概要 

発明大賞表彰事業は、独創性に富む発明によって優秀な技術・製品を生み出した中堅・

中小企業の方々及び個人を表彰し、その功績を広く一般に紹介し、発明の推進を図ること

を目的として昭和５０年度から実施されています。応募者の中から審査を経て、発明大賞

を始めとする２７件が表彰されます。 

 

２ 主催 

  公益財団法人日本発明振興協会・日刊工業新聞社 

 

３ 後援 

文部科学省、経済産業省、特許庁、中小企業庁、東京都、日本商工会議所、日本弁理士

会、東京商工会議所、(地独)東京都立産業技術研究センター、(一社)中小企業診断協会、

(一社)東京都中小企業診断士協会 

 

４ 賞の対象者 

中堅企業・中小企業（資本金 10 億円以下の企業）及び個人またはグループ 

 

５ 審査 

協会が定める審査基準に基づき学識経験者による審査委員会を開催して行います。審査

委員会で必要があると認めた場合は、現地調査を行います。 

 

６ 賞の種類 

 (1) 発明大賞 

① 発明大賞本賞          賞状・副賞 １００万円 

② 発明大賞東京都知事賞      賞状・副賞  ５０万円 

③ 発明大賞日本発明振興協会会長賞 賞状・副賞  ５０万円 

④ 発明大賞日刊工業新聞社賞    賞状 副賞  ５０万円 【今回受賞】 

 (2) 発明功労賞  ７件 各賞状・副賞 ２０万円 

 (3) 考案功労賞 １０件 各賞状・副賞 １０万円 

 (4) 発明奨励賞  ５件 各賞状 

 (5) 発明育成賞  １件 賞状 

 

７ その他 

  本県企業等が発明大賞を受賞するのは、初となります。 

 

 

※詳細については、以下のウェブサイトを御覧ください。 

 (公財)日本発明振興協会 http://www.jsai.org/Taisho/index.html 

日刊工業新聞社 http://biz.nikkan.co.jp/html/hatsumei/naiyo.html 

 


